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月
の
納
税

１１○
国
民
健
康
保
険
税
（
第
４
期
）

○
介
護
保
険
料
（
第
４
期
）

▽
納
期
限
…　

月　

日
�
（
口
座

１１

３０

振
替
日
）

　

今
回
の
口
座
振
替
は
、　

月　
１０

２２

日
ま
で
に
金
融
機
関
で
手
続
き
を

し
た
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
口
座
振
替
依
頼
書
の

開
始
月
を
「
平
成　

年　

月
分
よ

１９

１２

り
」と
し
て
い
る
人
を
除
き
ま
す
。

　

納
期
限
の
日
に
指
定
口
座
か
ら

振
替
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い

●●●●●●●●国民年金

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
収
税
係

（
�
�
０
２
１
５
）

人
権
週
間
に
つ
い
て

　

毎
年　

月
４
日
か
ら　

日
ま
で

１２

１０

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権

意
識
の
普
及
と
高
揚
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

期
間
中
は
、
次
の
重
点
事
項
に

よ
り
、
広
く
皆
さ
ん
に
人
権
の
尊

重
を
呼
び
か
け
ま
す
。

▽
重
点
事
項
…
「
育
て
よ
う
一
人

ひ
と
り
の
人
権
意
識
―
思
い
や
り

の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大

切
に
―
」「
女
性
の
人
権
を
守
ろ

う
」「
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
」

「
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う
」「
障
害
の
あ
る
人
の
完
全

参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う
」「
外

国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う
」
な

ど　

項
目
。

１６

　

な
お
、
人
権
問
題
で
お
困
り
の

人
は
、「
お
知
ら
せ
版
」
に
掲
載

し
て
い
る
人
権
相
談
を
ご
利
用
い

た
だ
く
か
、
岡
山
地
方
法
務
局
高

梁
支
局
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

岡
山
地
方
法
務

局
高
梁
支
局
（
�
�
２
３
１
８
）

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

製
造
事
業
所
を
対
象
と
し
た

「
平
成　

年
工
業
統
計
調
査
」を　

１９

１２

月　

日
を
基
準
日
と
し
て
行
い
ま

３１
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に

は
、
統
計
調
査
員
が　

月
か
ら
翌

１２

年
１
月
に
か
け
て
調
査
票
を
持
参

し
ま
す
の
で
、
記
入
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た

内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
よ

り
厳
重
に
秘
密
が
保
護
さ
れ
、
目

的
外
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
県
、
市
町

村
の
産
業
振
興
政
策
な
ど
の
基
礎

資
料
と
し
て
使
わ
れ
る
ほ
か
、
企

業
や
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
の
資

料
や
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教

材
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
企
画
係

（
�
�
０
２
０
９
）

　国民年金保険料は、税の申告をする時、納めた全額が社会保険料控除の対象

となります。平成 17年の所得税法改正により、国民年金保険料について社会

保険料控除を受けるためには、年末調整や確定申告を行う際に、保険料を支払

ったことを証明する書類の添付等が義務付けられました。

　このため、国民年金保険料を納付された人には、生命保険会社が発行する控

除証明書と同様の「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」（ハガキ）が

社会保険庁から送付されますので、年末調整や確定申告の際には必ずこの証明

書（または領収証書）を申告書に添付してください。

■問い合わせ　市民課年金係（��０２５３）

　　　　　　　岡山社会保険事務局高梁事務所（��０５７２）

税
金

生
活

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます

送付時期送付対象者

平成19年11月上旬
平成19年１月１日～平成19年10月１日までに
保険料を納付された人

平成20年２月上旬
平成19年10月2日～平成19年12月31日までに
保険料を今年はじめて納付された人

＜証明書の送付時期＞
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文化  施設  情報� Ｉ
Ｃ
免
許
証　
　
　
　
　

１
月
４
日
か
ら
発
行
開
始

　

平
成　

年
１
月
４
日
�
か
ら
運

２０

転
免
許
証
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
が
始

ま
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
免
許
証
は
従
来
の
運
転
免

許
証
に
比
べ
て
偽
造
や
変
造
が
極

め
て
困
難
で
、
本
籍
を
運
転
免
許

証
の
表
面
か
ら
削
除
し
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
に
記
載
す
る
の
で
、
身
分
証
明

書
と
し
て
利
用
す
る
と
き
な
ど
に

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▽
利
用
対
象
者
…
大
学
・
短
大
・

専
修
学
校
・
各
種
学
校
な
ど
に
入

学
・
在
学
す
る
人
ま
た
は
そ
の
保

護
者
で
、
世
帯
の
年
間
収
入
が
９

９
０
万
円
以
内
（
事
業
所
得
の
場

合
は
７
７
０
万
円
以
内
）
の
人

▽
融
資
額
…
学
生
ま
た
は
生
徒
一

人
に
つ
き
２
０
０
万
円
以
内

▽
利
用
用
途
…
学
校
納
付
金
（
入

学
金
、
授
業
料
等
）、
受
験
費
用

（
受
験
料
、
受
験
時
の
交
通
費
・
宿

泊
費
等
）、
住
居
に
か
か
る
費
用

（
敷
金
・
家
賃
等
）、
教
科
書
代
、

教
材
費
、
パ
ソ
コ
ン
購
入
費
、
通

学
費
用
、
修
学
旅
行
費
用
、
学
生

アートの今・岡山 2007
　県内で平面表現を主とする作品で活躍する美

術作品家８人による選抜展。

会　期：１２月１日�～１２月２４日�
　　　　午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで）

入場料：無料

特別展「新島襄と高梁の近代」
　幕末維新期から明治にかけての高梁の近代化

を人物を通して紹介。

会　期：11 月 25 日�まで（現在開催中）
　　　　午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで）

入場料：一般 500 円、小中学生 250 円

の
国
民
年
金
保
険
料
な
ど

▽
返
済
方
法
…
元
利
均
等
毎
月
払

い
（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
返
済
、
ス
テ

ッ
プ
返
済
も
可
能
）

▽
返
済
期
間
…　

年
以
内
（
交
通

１０

遺
児
家
庭
ま
た
は
母
子
家
庭
の
人

は　

年
以
内
）

１１
▽
利
率
…　

％
（
平
成　

年　

月

２.５

１９

１０

　

日
現
在
）

１１■
問
い
合
わ
せ　

国
民
生
活
金
融

公
庫
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
（
�
０
５
７
０
�
０
０
８
６
５

６
）
ま
た
は
国
民
生
活
金
融
公
庫

倉
敷
支
店
（
�
０
８
６
�
４
２
５

�
８
４
０
１
）

歴史美術館 （�� 0180)　休館日 毎週火曜日

が
Ｉ
Ｃ
免
許
証
に
替
わ
る
た
め
、

従
来
の
手
数
料
に
４
５
０
円
を
加

え
た
額
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

岡
山
県
警
察
本

部
運
転
免
許
課
（
�
０
８
６
７
�

�
２
２
０
０
）

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
国
の

教
育
ロ
ー
ン
」

　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
教
育
の

た
め
に
必
要
な
資
金
を
融
資
す
る

公
的
な
制
度
で
、
入
学
時
や
在
学

中
の
費
用
と
し
て
幅
広
く
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
交
付
対
象
者
…
①
新
た
に
運
転

免
許
を
取
得
す
る
人
②
運
転
免
許

証
の
再
交
付
を
受
け
る
人
③
運
転

免
許
証
の
更
新
を
す
る
人

※
現
行
の
運
転
免
許
証
か
ら
順
次

替
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
発
行
申
請
時
の
注
意
点
…
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
に
記
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
の

保
護
の
た
め
に
、
４
桁
の
数
字
の

暗
証
番
号
が
２
組
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
申
請
時
ま
で
に
準
備
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
暗

証
番
号
の
変
更
は
、
次
回
免
許
証

発
行
時
ま
で
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
手
数
料
は
運
転
免
許
証

文化交流館（�� 0180)　休館日 毎週火曜日

サウンドフェスティバル2007inたかはし
　若者の音楽活動の発表の場として開催

日　時：11 月 2４日�
　　　　午後１時３０分開演（午後１時開場）

料　金：無料

成羽町美術館（�� 4455)　休館日 毎週月曜日 

秋の特別展

「没後３０年
　熊谷守一展」
～天与の色彩
　究極のかたち～

日　時：１２月２日�まで（現在開催中）
　　　　午前９時３０分～午後５時（入館は午後４時３０分まで）

　　　　※１１月２３日�午後２時から

　　　　　「学芸員によるギャラリートーク」
入場料：一般 800 円、小中学生 300 円

　　　　高校大学生・65歳以上 600 円

　　　　※市内の小中学生は学校休日は無料

　※会期中は児島虎次郎作品および児島エジプ 

　　トコレクションはご覧いただけません。

＜臨時休館＞（展示替え作業のため）

　１２月４日�～１２月８日�


